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1. 国際勧告等との関連 

2. 本技術レポートに関する国際勧告は本文中に記載している。 

 

２．改版の履歴 

版数 制定日 改版内容 

第1.0版 20xx年xx月xx日 制定 

   

 

３．参照文章 

主に、本文内に記載されたドキュメントを参照した。 

 

４．技術レポート作成部門 

   第１．０版 ： 次世代ホームネットワークシステム専門委員会 （SWG3603） 

 

５．本技術レポート「非IP及び非イーサネット通信機器のHTIP機能搭載」の制作体制 

本技術レポートは、IoT推進コンソーシアム スマートIoT推進フォーラム(技術開発WG) 技術戦略検

討部会 技術・標準化分科会(リーダー: 丹康雄[JAIST/NICT])において原案を作成し、その後TTC次世代

ホームネットワークシステム専門委員会(委員長: 山崎毅文[NTT])での審議を経てTTC技術レポートとし

てとして公開するものである。 

スマートIoT推進フォーラムにおける検討においては、エリアネットワークOAMタスクフォース (主

幹:松倉隆一[富士通])を形成して作業にあたった。 

 

<参考> 
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 本技術レポートでは、TTCのJJ-300.00及びITU-TのG.9973に基づく、エレアネットワーク運用管理情報

(HTIP情報)をBluetooth、Zigbee等の非イーサネット及び非IP通信機器で構成されているエリアネットワー

クに適用するため、各機器の機能的役割について述べる。 

 

1.1 背景 

 JJ-300.00では、第１版を通じてMAC層のイーサネットフレームに機器情報及びネットワーク構成情報を

格納・ブロードキャストすることで、イーサネット基盤エリアネットワーク上の機器情報や接続情報を取得

可能にすることを目的にした。第２板では、LLDPDU（Link Layer Description Protocol Data Unit）を

IEEE802.15.4の様なイーサネットフレームを直接転送できないデータリング層上でHTIPを使用するため、

IP上にカプセル化プロトコル(GRE)を使いイーサネットフレームを転送する方法を定義した。また、

TR-1061「JJ-300.00機能実装ガイドライン～非イーサネットデータリング層、複数LLDPDU,障害切り分け

情報対応～」では、GREを利用してLoWPAN上に存在するネットワーク機器情報をイーサネット上に転送

する方法が具体的に示されている。 

近年、IoT向け通信機器の規格として、Zigbee, Bluetooth LE等のPAN上で接続される機器が増加してい

る。 しかし、これらはIPを使わない非イーサネット機器のため、HTIP情報を格納する共通的なプロトコ

ルが存在しない。よって、TTCは非イーサネット及び非IPネットワーク機器のHTIP技能実装に必要な基盤

概念の定義を行い、技術レポートとして発行することとした。 

 

1.2 スコープ 

図に示すように、イーサネット(IEEE 802.3)上中継装置を通じて構成されている非イーサネット＆非IPエ

リアネットワークを対象として検討を行い、エンド端末からのHTIP情報をイーサネット基盤IPエリアネッ

トワーク上に存在するマネージャまで転送する方法を定義する。対象になる非イーサネット＆非IPエリアネ

ットワークプロトコルとしては、Bluetooth、Zigbee、LoRa等、データリンク層が夫々異なるIoT機器向け

通信プロトコルを考慮すると共に、通信機器ベンダーの独自プロトコルのPANに場合も適用可能にするた

め、方法論に対する一般的な定義を行う。(各プロトコルへの実装に関する詳細は別途調査報告として公開す

る) 

 

 

 

1. はじめに 
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2.1 定義 

 

  

 

イーサネット基盤IPエリアネットワーク(L): 家庭内で使用されているイーサネット基板のIP通信ネット

ワーク 

非イーサ＆非IPエリアネットワーク(P): Bluetooth、Zigbeeなどの非イーサネット・非IP通信機器のネット

ワーク 

中継器 (G): イーサネット基盤IPエリアネットワーク(L)と非イーサ＆非IPエリアネットワーク(P)を中継

する装置で、両方のインタフェース及びミドルウェアを持つ 

エンド端末 (EL): イーサネット基盤IPエリアネットワーク(L)上に接続されている末端のデバイス 

エンド端末 (EP): 非イーサ＆非IPエリアネットワーク(P)上に接続されている末端のデバイス 

マネージャ (M): イーサネット基盤IPエリアネットワーク(L)上でHTIP情報を収得し、処理する機能を持つ

デバイス (複数存在可能) 

 

検討対象は図のように、非イーサ＆非IPエリアネットワーク(P)上に接続されているエンド端末(EP)からの

機器情報をイーサネット基盤IPエリアネットワーク(L)上に接続されているマネージャ(M)まで転送できる

仕組みを検討することである。よって、エンド端末(EP)、中継器(G)、マネージャ(M)夫々の機能に関する検

討を行う。 

 

2.2 アーキテクチャ 

非イーサ＆非IPエリアネットワーク(P)に接続されているエンド端末(Ep)から中継器(G)を経由するHTIP

情報をイーサネット基盤IPエリアネットワーク(L)に存在するマネージャ(M)が取得する方法は以下の3つが

考えられる。 

 -専用プロトコル利用方法 

 -既存プロトコル利用方法 

 -Tunneling方法 

上記3つの転送方法によって、実装の仕方・データの形式が異なるため各方法に関する詳細を検討する。 

 

2. ユースケース 
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2.2.1 専用プロトコル定義 

以下図に示すのは、エンド端末(Ep)が持っている通信プロトコルスタック及びアプリとは関係せず、HTIP

情報を送信する専用のプロトコルスタックを同一通信インタフェースの上に実装する方法である。エンド端

末(Ep)に存在する運営管理(L)はHTIP専用のOAM I/Fを通じて中継器(G)の運用管理(L2L)にHTIP情報を送信

する。PAN内の通信プロトコルから独立して動作することで、送信されるHTIP情報のデータ形式は既存プロ

トコルの影響を受けず、LAN上に送信されるHTIP形式に近いデータ構造にすることが可能である。 

 

 

 

しかし、エンド端末には既存プロトコルスタック以外にHTIP Agentを実装する必要があり、最低限のリソ

ースを考慮するIoT機器にはコスト問題がある。また、通信I/Fを既存スタックと共用することでOAM I/Fと

Ep stacｋ間(Proprietary)問題が起きる可能性がある。 

中継器(G)の運用管理(L2L)が受け取ったHTIP情報はイーサネットフレームに変換しLAN上にブロードキャス

トする。 

 

 

2.2.2 既存プロトコル利用 

HTIP情報の収得のため、PAN内の通信プロトコルを利用する方法が考えられる。中継器(G)とエンド端末

(Ep)は既存の通信プロトコルスタックの上、運用管理(P)のアプリケーションを実装し、Ep stackを通じて

HTIP情報を送信する。その時、PAN内のプロトコル(BLE、Zigbee等)によってHTIP情報の取得方法が異なるこ

とがある。中継器(G)はPAN内のプロトコルを通じてHTIP情報を取得し、HTIPのイーサネットフレームに変換

する。変換されたHTIP情報はLAN上にブロードキャストされる。 
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実装コスト・通信I/FのProprietaryに問題はないが、PAN内のプロトコルスタックにより、HTIP情報取得

方法が異なることが考えられる。 

 

 

現実的に各通信プロトコルに影響を与えず、実装可能と考えられる。 

 

2.2.3 Tunneling 

中継器(G)を中心にPAN側あるいはLAN側にエンド端末・マネージャを同一ネットワーク上にあるように仮

想エリアを構築する方法である。 図の(a)はGとEpをトンネリングすることでエンド端末をLAN側に接続さ

れているようにする。エンド端末側の運営管理(L)はHTIPのイーサネットフレームをブロードキャストする

必要がある。 

 

(a) 中継器-エンド端末間 Tunneling 

 

(b)マネージャ-中継器間Tunneling 

 

 

 

図の(b)の場合、マネージャ(M)が中継器(G)とトンネリングすることで、PAN側に存在することになる。マ

ネージャの運用管理(P)はPAN側のプロトコルで通信する機能が必要になる。なお、通常HTIPマネージャは複

数存在して問題ないが、(b)の場合では、中継器(G)にトンネリングするマネージャは事前設定が必要となる。 
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 本技術レポートでは、 

3. まとめ 
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